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　学会長　宮　下　利　郎

　平成29年３月５日、第39回滋賀県医学検査学会が草津エストピア

ホテルで開催されました。おかげさまで学会当日は春らしい陽気と

なり、176名もの方々がご来場されました。本当にありがとうござ

いました。

　今回の一般演題は各分野から14題の発表があり、それぞれに活発

な質疑応答がなされ会員の皆様にとって大変有意義な学会になった

と思います。

　 第 1 9 回 い ぶ き 賞 受 賞 講 演 は 滋 賀 医 科 大 学 医 学 部 附 属 病 院 検 査 部 の 木 下 　 愛 先 生 に

「Campylobacter fetus subsp.fetusによる感染性腹部大動脈瘤の１症例」をご講演していただき、

感染性大動脈瘤の起炎菌としてはきわめて稀であるCampylobacter fetus subsp.fetusの可能性も考

慮に入れ、検索する必要があると報告されました。

　特別講演では、滋賀県立小児保健医療センターこころの診療科部長兼療育部部長の華園　力先

生に「発達症を理解する」と題し、発達症の代表格である自閉症スペクトラムについてご講演い

ただきました。自閉症スペクトラムの特徴やその認知特性の理解に基づいた支援の仕方など、発

達症を正しく理解する上で大変参考になりました。

　ランチョンセミナーでは（株）SRLの生産技術センター/ヒト遺伝子検査課の柿本篤志先生に

「抗がん剤とバイオマーカー」についてご講演いただきました。薬剤応答性や副作用の予測に遺

伝子検査を行い、適用の有無、投与量などを決める個別化医療等の報告がありました。

　そして特別企画では滋賀県立成人病センターの島田先生に生理検査業務に関するアンケート調

査報告を、彦根市立病院の黒川先生と成人病センターの鮎川先生には施設の事例報告をしていた

だきました。今回のアンケート調査では49施設のうち40施設より回答をいただきました。病院の

規模と生理検査担当の人員配分、担当項目の範囲と正規・非正規の業務内容の違い、今後の展望

等で参考にしていただける点がありました

ら幸いです。

　最後になりましたが本学会を開催するに

あたりご協力をいただきました学会役員、

運営協力者、学会広告・賛助企業の皆様に

は心よりお礼申し上げます。これからも学

術研鑽の場として滋賀県医学検査学会がま

すます発展していくことを願ってやみませ

ん。ありがとうございました。

 

第39回滋賀県医学検査学会を終えて

株式会社SRL　柿本　篤志 先生株式会社SRL　柿本　篤志 先生

社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会   2017年４月１日　　

今学会活躍された皆さま、

お疲れさまでした

今学会活躍された皆さま、

お疲れさまでした

滋賀県立小児保健医療センター
　華園　力 先生

滋賀県立小児保健医療センター
　華園　力 先生

学術発表

ランチョンセミナー

特別講演

特別企画



社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⑵　2017年４月１日　

　　　

　学会長　宮　下　利　郎

　平成29年３月５日、第39回滋賀県医学検査学会が草津エストピア

ホテルで開催されました。おかげさまで学会当日は春らしい陽気と

なり、176名もの方々がご来場されました。本当にありがとうござ

いました。

　今回の一般演題は各分野から14題の発表があり、それぞれに活発

な質疑応答がなされ会員の皆様にとって大変有意義な学会になった

と思います。

　 第 1 9 回 い ぶ き 賞 受 賞 講 演 は 滋 賀 医 科 大 学 医 学 部 附 属 病 院 検 査 部 の 木 下 　 愛 先 生 に

「Campylobacter fetus subsp.fetusによる感染性腹部大動脈瘤の１症例」をご講演していただき、

感染性大動脈瘤の起炎菌としてはきわめて稀であるCampylobacter fetus subsp.fetusの可能性も考

慮に入れ、検索する必要があると報告されました。

　特別講演では、滋賀県立小児保健医療センターこころの診療科部長兼療育部部長の華園　力先

生に「発達症を理解する」と題し、発達症の代表格である自閉症スペクトラムについてご講演い

ただきました。自閉症スペクトラムの特徴やその認知特性の理解に基づいた支援の仕方など、発

達症を正しく理解する上で大変参考になりました。

　ランチョンセミナーでは（株）SRLの生産技術センター/ヒト遺伝子検査課の柿本篤志先生に

「抗がん剤とバイオマーカー」についてご講演いただきました。薬剤応答性や副作用の予測に遺

伝子検査を行い、適用の有無、投与量などを決める個別化医療等の報告がありました。

　そして特別企画では滋賀県立成人病センターの島田先生に生理検査業務に関するアンケート調

査報告を、彦根市立病院の黒川先生と成人病センターの鮎川先生には施設の事例報告をしていた

だきました。今回のアンケート調査では49施設のうち40施設より回答をいただきました。病院の

規模と生理検査担当の人員配分、担当項目の範囲と正規・非正規の業務内容の違い、今後の展望

等で参考にしていただける点がありました

ら幸いです。

　最後になりましたが本学会を開催するに

あたりご協力をいただきました学会役員、

運営協力者、学会広告・賛助企業の皆様に

は心よりお礼申し上げます。これからも学

術研鑽の場として滋賀県医学検査学会がま

すます発展していくことを願ってやみませ

ん。ありがとうございました。

 

第39回滋賀県医学検査学会を終えて

株式会社SRL　柿本　篤志 先生株式会社SRL　柿本　篤志 先生

社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会   2017年４月１日　　

今学会活躍された皆さま、

お疲れさまでした

今学会活躍された皆さま、

お疲れさまでした

滋賀県立小児保健医療センター
　華園　力 先生

滋賀県立小児保健医療センター
　華園　力 先生

学術発表

ランチョンセミナー

特別講演

特別企画



公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⑷　2017年４月１日　

　3月5日草津エストピアホテル

にて開催された第39回滋賀医学

検査学会にて、第19回いぶき賞

を受賞しました。入職してから

日も浅く、まだまだ未熟な私がこのような賞をいた

だけましたのは偏に日頃からご指導いただいている

皆様のおかげだと感じております。

　いぶき賞推薦のお声をいただいた際、手元にはい

くつかの論文がありました。

　今回受賞対象となった論文はそのうち最も直近に

発表した物で、投稿に色々と時間をかけたこともあ

り非常に思い入れのある論文であります。

　私が携わっている微生物検査部門では、臨床との

やりとり・患者情報の収集が必要不可欠であり、臨

床に対して情報提供するという場面が数多く存在し

ます。

　「感染症を疑って検体を出している」という事であ

れば、「菌はいません」と報告するだけでなく、「炎症

像があるけれども菌はいない＝抗菌薬使用中で菌が

消失、グラム染色で染まらない病原体の関与、真菌な

どの可能性、婦人科領域であれば Mycoplasma 

hominis の関与、乳腺領域であれば、Corynebacte-

rium kroppenstedtii の可能性…」「炎症像もなく菌

もいない＝そもそも感染症ではない？」など検査技

師の立場から色々とアプローチを行い、時には医師

と意見を交わしながら検査をすすめていくのが大事

なのではと考えております。

　もちろん臨床の場では答えにたどり着かない、と

いう事も多々あると思いますが、相手＝臨床医等が

何を考えているのか、どうしたいのか、どうすれば

患者さんの治療に貢献できるのかを少しでも考えな

がらこれからも精進する所存です。

　また、これまで様々な先生方のご指導・ご厚意・

ご鞭撻があったからこそ、この受賞に結びついてい

るのだと思います。

　最後に、私自身はまだまだ経験も知識も未熟な身

でありますので、今後とも皆様にご指導を賜ること

があるかと思います。今後ともよろしくお願い申し

上げます。

第19回　いぶき賞を受賞して　
　　　　　　　　　　滋賀医科大学医学部附属病院　

　　　　　　　　　　　　木　下　　　愛

久保田　久美子　　東近江市蒲生医療センター

松　村　正　樹　　医療法人友仁会　友仁山崎病院

岡　田　敦　史　　滋賀県立成人病センター

上　林　悦　子　　自宅会員

吉　田　正　明　　地域医療機能推進機構　滋賀病院

中　村　香　織　　自宅会員

藤　澤　義　久　　滋賀医科大学医学部附属病院

水　上　澄　枝　　近江八幡市立総合医療センター

菅　原　久美子　　一般財団法人　滋賀保健研究センター

岡　本　明　子　　市立長浜病院

上　阪　由記子　　株式会社　メディック・北滋

小　山　康　弘　　財団法人　近畿健康管理センター

平成28年度　永年会員表彰者平成28年度　永年会員表彰者
これからの益々のご活躍を期待しております。

（順不同、敬称略）
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　このたび、平成29年２月13日東京・大手町サン

ケイプラザホ－ルにて平成28年度公衆衛生事業功労

者の授賞式が開催され、その席上で厚生労働大臣表

彰を受賞しました。身に余る光栄であり、これもひ

とえに公益社団法人滋賀県臨床検査技師会会長をは

じめ、理事の皆様方のご推薦と、職場の方々のご理

解・ご協力があっての事と心より感謝申し上げま

す。

　私は、昭和58年に血液研究班班長、平成12年か

ら県技師会理事、および精度管理委員、平成20年よ

り県技師会常務理事、その後副会長を務め、県医師

会精度管理委員、近畿臨床検査技師会理事を兼務い

たしました。平成22年から保健医療従事者研修会委

員、滋賀県公衆衛生学会実行委員を務め、臨床検査

技師の役割について啓蒙し臨床検査の発展に尽力し

てまいりました。また、平成24年から平成26年に

は日本臨床衛生検査技師会関西支部幹事を微力では

ありますが務めさせていただきました。

　我々臨床検査技師は、日々の精度管理の徹底は元

より、技師個々のスキルアップも必要であり、チー

ム医療への参画はもちろんのこと、検体採取や検査

説明は保健医療に大きな貢献をすべき役割を担って

いると考えています。

　今回の受賞を励みに、今後も公衆衛生の発展に貢

献し、臨床検査の向上に努力するとともに当技師会

の発展に寄与したいと思っております。有難うござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　大津赤十字病院

　　　　　　　　　　　　竹　島　　　通
　　　　　　　　　　　　　大津赤十字病院

　　　　　　　　　　　　竹　島　　　通

　このたび、2月12日におこ

なわれました第47回滋賀県

公衆衛生学会において「平成

28年度滋賀県公衆衛生事業

功労者　公益財団法人滋賀県

健康づくり財団理事長表彰」

をいただくことができまし

た。

　この栄誉ある表彰をいただ

けましたことは、身に余る光栄でございます。これ

も、推薦していただきました岩井会長をはじめ、理事

や諸先輩方のご支援ご指導のおかげと深く感謝してお

ります。また、技師会活動を支援してくださった職場

の上司やスタッフ、ご協力くださった会員の皆様にも

御礼申し上げます。

　これからも滋賀県臨床検査技師会の発展と滋賀県民

の健康増進に微力ながら尽力してまいりますので、変

わらぬご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

公益財団法人滋賀県健康づくり財団

理事長表彰を受賞して

　　　　　　　　　　医療法人社団仁生会甲南病院

　　　　　　　　　　　　中　井　典　子

　このたび、公益社団法

人滋賀県臨床検査技師会

様のご推薦により、第47

回滋賀県公衆衛生学会に

て「平成28年度公衆衛生

事業功労者　知事表彰」

を受賞させていただきま

した。このような賞を頂

けたのも、ひとえに勤務

先（株式会社　メディック）で臨床検査に長年携わら

せて頂いたこと、理事会活動にご理解、ご協力を頂け

たことによるものであり又、ご推薦頂きました公益社

団法人滋賀県臨床検査技師会の岩井会長並びに理事の

皆様、会員の皆様のお力添えがあってのものと深く感

謝申し上げます。今後も、当技師会の更なる発展に微

力ですが尽力してまいりたいと思います。今後も変わ

らぬご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、

お礼の言葉に代えさせて頂きます。

知事表彰を受賞して

　　　　　　　　　　        株式会社  メディック

　　　　　　　　　　　　山　 村　　  満

厚生労働大臣表彰を受賞して

平成28年度 滋賀県公衆衛生事業功労者平成28年度 滋賀県公衆衛生事業功労者
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水　上　澄　枝　　近江八幡市立総合医療センター

菅　原　久美子　　一般財団法人　滋賀保健研究センター

岡　本　明　子　　市立長浜病院

上　阪　由記子　　株式会社　メディック・北滋

小　山　康　弘　　財団法人　近畿健康管理センター

平成28年度　永年会員表彰者平成28年度　永年会員表彰者
これからの益々のご活躍を期待しております。

（順不同、敬称略）

2017年４月１日　⑸　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

　このたび、平成29年２月13日東京・大手町サン

ケイプラザホ－ルにて平成28年度公衆衛生事業功労

者の授賞式が開催され、その席上で厚生労働大臣表

彰を受賞しました。身に余る光栄であり、これもひ

とえに公益社団法人滋賀県臨床検査技師会会長をは

じめ、理事の皆様方のご推薦と、職場の方々のご理

解・ご協力があっての事と心より感謝申し上げま

す。

　私は、昭和58年に血液研究班班長、平成12年か

ら県技師会理事、および精度管理委員、平成20年よ

り県技師会常務理事、その後副会長を務め、県医師

会精度管理委員、近畿臨床検査技師会理事を兼務い

たしました。平成22年から保健医療従事者研修会委

員、滋賀県公衆衛生学会実行委員を務め、臨床検査

技師の役割について啓蒙し臨床検査の発展に尽力し

てまいりました。また、平成24年から平成26年に

は日本臨床衛生検査技師会関西支部幹事を微力では

ありますが務めさせていただきました。

　我々臨床検査技師は、日々の精度管理の徹底は元

より、技師個々のスキルアップも必要であり、チー

ム医療への参画はもちろんのこと、検体採取や検査

説明は保健医療に大きな貢献をすべき役割を担って

いると考えています。

　今回の受賞を励みに、今後も公衆衛生の発展に貢

献し、臨床検査の向上に努力するとともに当技師会

の発展に寄与したいと思っております。有難うござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　大津赤十字病院

　　　　　　　　　　　　竹　島　　　通
　　　　　　　　　　　　　大津赤十字病院

　　　　　　　　　　　　竹　島　　　通

　このたび、2月12日におこ

なわれました第47回滋賀県

公衆衛生学会において「平成

28年度滋賀県公衆衛生事業

功労者　公益財団法人滋賀県

健康づくり財団理事長表彰」

をいただくことができまし

た。

　この栄誉ある表彰をいただ

けましたことは、身に余る光栄でございます。これ

も、推薦していただきました岩井会長をはじめ、理事

や諸先輩方のご支援ご指導のおかげと深く感謝してお

ります。また、技師会活動を支援してくださった職場

の上司やスタッフ、ご協力くださった会員の皆様にも

御礼申し上げます。

　これからも滋賀県臨床検査技師会の発展と滋賀県民

の健康増進に微力ながら尽力してまいりますので、変

わらぬご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

公益財団法人滋賀県健康づくり財団

理事長表彰を受賞して

　　　　　　　　　　医療法人社団仁生会甲南病院

　　　　　　　　　　　　中　井　典　子

　このたび、公益社団法

人滋賀県臨床検査技師会

様のご推薦により、第47

回滋賀県公衆衛生学会に

て「平成28年度公衆衛生

事業功労者　知事表彰」

を受賞させていただきま

した。このような賞を頂

けたのも、ひとえに勤務

先（株式会社　メディック）で臨床検査に長年携わら

せて頂いたこと、理事会活動にご理解、ご協力を頂け

たことによるものであり又、ご推薦頂きました公益社

団法人滋賀県臨床検査技師会の岩井会長並びに理事の

皆様、会員の皆様のお力添えがあってのものと深く感

謝申し上げます。今後も、当技師会の更なる発展に微

力ですが尽力してまいりたいと思います。今後も変わ

らぬご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、

お礼の言葉に代えさせて頂きます。

知事表彰を受賞して

　　　　　　　　　　        株式会社  メディック

　　　　　　　　　　　　山　 村　　  満

厚生労働大臣表彰を受賞して

平成28年度 滋賀県公衆衛生事業功労者平成28年度 滋賀県公衆衛生事業功労者
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病
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
④
元
中
　
秀
行
　
技
師
（
近
江
八
幡
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
⑤
柏
木
　
浩
和
　
先
生
（
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）
 

 
会
　
場
：
草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
3
0
1
号
室
 

参
加
費
：
会
員
20
0円
、
地
臨
技
の
み
会
員
70
0円
、
非
会
員
2,
00
0円

　
　
　
　
（
学
生
　
他
の
医
療
従
事
者
　
無
料
）
 

問
合
先
：
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
　
臨
床
検
査
部
 西
尾
　
久
明

　
　
　
　
TE
L：
0
7
7
-5
8
2
-5
0
3
1
 

学 生学 生

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

学 生
 6
月
 8
 日（
木
）　
  1
9：
0
0
～
2
0：
3
0

臨
床
血
液
検
査
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

 
 

内
　
容
：
第
1
回
臨
床
血
液
部
門
研
修
会
 
症
例
検
討
会
 

 
 

講
　
師
：
血
液
研
究
班
 

 
会
　
場
：
草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
 

 
 

　
参
加
費
：
会
員
20
0円
、
地
臨
技
の
み
会
員
70
0円
、
非
会
員
2,
00
0円
 

問
合
先
：
彦
根
市
立
病
院
　
田
邊
　
正
喜

   
   
   
   
TE
L：
0
7
4
9
-2
2
-6
0
5
0
（
内
線
1
7
0
2
）
 

 6
月
 9
 日（
金
）　
  1
8：
3
0
～

滋
臨
技
 平
成
29
年
度
 定
期
総
会
 
 

 
 

会
　
場
：
草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
 3
0
2
号
室
 

学 生
6月
24
日（
土
）　
 1
4：
0
0
～
1
6：
0
0

臨
床
一
般
検
査
部
門
  

内
　
容
：
第
2
回
臨
床
一
般
検
査
部
門
研
修
会
 

　
　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
尿
沈
渣
シ
リ
ー
ズ
 2
 日
常
検
査
こ
れ
だ
け
は

　
　
　
　
押
さ
え
て
お
こ
う
！
尿
沈
渣
 

講
　
師
：
佐
伯
　
仁
志
 技
師
 （
国
立
病
院
機
構
 東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
 

 
 

 
会
　
場
：
草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
 

参
加
費
：
会
員
20
0円
、
非
会
員
2,
00
0円
（
学
生
　
他
の
医
療
従
事
者
　
無
料
）
 

問
合
先
：
公
立
甲
賀
病
院
　
臨
床
検
査
課
 
藪
　
真
奈
美

　
　
　
　
T
E
L：
0
7
4
8
-6
2
-0
2
3
4
 



公
益
社
団
法
人
 滋
賀
県
臨
床
検
査
技
師
会

 平
成
29
年
度
 4
月
～
6
月
研
修
会
の
ご
案
内

公
益
社
団
法
人
 滋
賀
県
臨
床
検
査
技
師
会

 平
成
29
年
度
 4
月
～
6
月
研
修
会
の
ご
案
内

4月4月E
v

e
n

t
  
 S

c
h

e
d
u

le
 t

a
b
le

E
v

e
n

t
  
 S

c
h

e
d
u

le
 t

a
b
le

一
般
県
民
の
参
加

歓
迎
し
ま
す
。

参
加
費
無
料

昭
和
の
日

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

5月5月
6月6月

臨床
血液
検査
部門

/日
臨技
生涯
教育
推進
研修
会

滋
臨
技
 平
成
29
年
度
 定
期
総
会

学
術
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
、
臨
床
一
般
検
査
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会

遺
伝
子
・
染
色
体
検
査
部
門
 病
理
細
胞
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会

臨
床
一
般
検
査
部
門
、
臨
床
免
疫
血
清
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会

病
理
細
胞
部
門

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

公
益
社
団
法
人
　
滋
賀
県
臨
床
検
査
技
師
会

事
務
局
：
大
津
赤
十
字
病
院
　
病
理
診
断
科
部
　
滋
賀
県
大
津
市
長
等
1
-1
-3
5

　
　
　
　
滋
臨
技
H
P
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.s
am
t.
jp
/

詳
細
に
つ
い
て
は
、
H
P
を
ご
覧
下
さ
い

滋
臨
技
H
P
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.s
am
t.
jp
/

学 生
一

般
県

民
向

け
の

講
座

で
す

  
  
  
  

医
療

従
事

者
向

け
の

講
座

で
す

  
  
  
  

※
研

修
会

予
定

表
に

つ
き

ま
し

て
は

、
変

更
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で

、
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

技
師

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

の
行

事
予

定
表

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

学
生

向
け

の
講

座
で

す

会
員

向
け

の
講

座
で

す

 5
月
20
日（
土
）　
 1
5
:0
0
～
1
7
:3
0

遺
伝
子
・
染
色
体
検
査
部
門
　
病
理
細
胞
部
門
　
 

日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

内
　
容
：
第
1
回
遺
伝
子
・
染
色
体
検
査
部
門
　病
理
細
胞
部
門
合
同
研
修
会
 

　
　
　
　
①
新
・
肺
癌
取
扱
い
規
約
（
8
版
）
を
め
ぐ
る
病
理
診
断
上
の
話
題
  

 
　
　
　
　
②
肺
が
ん
の
治
療
選
択
の
た
め
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
薬
と
検
査
 

講
　
師
：
①
白
瀬
　
智
之
 先
生
（
大
津
赤
十
字
病
院
病
理
診
断
科
部
　
副
部
長
）
 

　
　
　
　
②
谷
　
洋
一
 先
生
（
ロ
シ
ュ
・
ダ
イ
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

   
   
   
   
   
   
   
　
LC
M
部
門
病
理
シ
ス
テ
ム
部
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

会
　
場
：
大
津
赤
十
字
病
院
　
小
講
堂
 
　

参
加
費
：
日
臨
技
会
員
　
20
0円
　
地
臨
技
の
み
会
員
　
70
0円
　

   
   
   
   
  非
会
員
　
2,
00
0円
　
学
生
・
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
　
無
料
 

問
合
先
：
大
津
赤
十
字
病
院
 
小
栗
　
大
助
  

　
　
　
　
TE
L：
0
7
7
-5
2
2
-4
1
3
1
 
 

学 生 学 生 学 生 学 生

 6
月
2
4
日（
土
）　
  1
4
:0
0
～
1
6
:3
0

臨
床
免
疫
血
清
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

内
　
容
：
第
1
回
臨
床
免
疫
血
清
部
門
研
修
会
 

   
   
   
   
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
 

講
　
師
：
岡
崎
一
幸
　
技
師
 
 

 
 

会
　
場
：
草
津
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
フ
ェ
リ
エ
南
草
津
 

参
加
費
：
会
員
2
0
0
円
、
地
臨
技
の
み
会
員
7
0
0
円
、
非
会
員
2
,0
0
0
円
 

問
合
先
：
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
滋
賀
病
院
 
松
川
　
裕
一

   
   
   
   
T
E
L：
0
7
7
-5
3
7
-3
1
0
1
 

 6
月
未
定
　

臨
床
生
理
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

 
内
　
容
：
第
1
回
臨
床
生
理
研
修
会
 

   
   
   
 （
仮
）
心
電
図
基
礎
、
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
 
 

講
　
師
：
未
定
 

会
　
場
：
未
定
 

 
参
加
費
：
日
臨
技
会
員
2
0
0
 円
、
地
臨
技
の
み
会
員
7
0
0
円
、
非
会
員
2
,0
0
0
円
  

   
   
   
   
（
学
生
、
他
の
医
療
従
事
者
：
無
料
）
  

問
合
先
：
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
  奥
 真
奈
美

   
   
   
   
T
E
L：
0
7
7
-5
8
2
-5
0
3
1
 

 6
月
24
日（
土
）　
  1
5：
0
0
～
1
7：
0
0

病
理
細
胞
部
門
 

 
内
　
容
：
第
1
回
病
理
細
胞
部
門
研
修
会
 

   
   
   
   
 ①
セ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
製
法
、
②
（
仮
）
染
色
の
基
本
（
H
E染
色
他
）
 

講
　
師
：
①
県
内
数
施
設
の
臨
床
検
査
技
師
、
②
メ
ー
カ
ー
学
術
担
当
者

会
　
場
：
大
津
赤
十
字
病
院
　
小
講
堂
 

参
加
費
：
会
員
 2
00
円
　
非
会
員
 2
,0
00
円
　
学
生
・
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
 無
料
 

問
合
先
：
市
立
長
浜
病
院
  岡
本
　
明
子

   
   
   
   
T
E
L：
0
7
4
9
-6
8
-2
3
0
0
 

 6
月
中
　
　
　

臨
床
化
学
部
門
 

 
 

内
　
容
：
第
１
回
臨
床
化
学
検
査
研
修
会
 
「
脂
質
検
査
に
つ
い
て
」
 

講
　
師
：
未
定
 

 
会
　
場
：
未
定

参
加
費
：
会
員
20
0円
、
非
会
員
2,
00
0円
 

問
合
先
：
近
江
八
幡
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
  元
中
　
秀
行

   
   
   
   
TE
L：
0
7
4
8
-3
3
-3
1
5
1
 

 未
   
定
　
　

輸
血
細
胞
治
療
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

内
　
容
：
輸
血
細
胞
治
療
部
門
研
修
会
（
平
成
2
9
年
度
第
1
回
）
 

　
　
　
　
  輸
血
検
査
基
礎
講
習
会
 
 

講
　
師
：
輸
血
細
胞
治
療
部
門
 ほ
か

会
　
場
：
未
定
   
   
   
 参
加
費
：
未
定

問
合
先
：
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
 滋
賀
病
院
  吉
田
 正
明

   
   
   
   
TE
L：
07
7-
53
7-
31
01
（
82
05
）
 

 

学 生

  5
月
20
日（
土
）　
  1
4：
0
0
～
1
7：
0
0

臨
床
一
般
検
査
部
門
 

日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

 
 

内
　
容
：
第
1
回
臨
床
一
般
検
査
部
門
研
修
会
 

   
   
   
   
①
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
尿
沈
渣
シ
リ
ー
ズ
 1
日
当
直
こ
れ
だ
け
は

   
   
   
   
   
押
さ
え
て
お
こ
う
！
尿
沈
渣
 

   
   
   
   
②
尿
定
性
検
査
（
試
験
紙
法
）
の
基
礎
知
識
  

 
講
　
師
：
①
佐
伯
　
仁
志
 技
師
 （
国
立
病
院
機
構
 東
近
江
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
 

   
   
   
   
②
宮
澤
　
俊
郎
 氏

   
   
   
   
 （
シ
ー
メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ダ
イ
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社
）
  

会
　
場
：
草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
 

参
加
費
：
会
員
20
0円
、
地
臨
技
の
み
会
員
70
0円
、
非
会
員
2,
00
0円

   
   
   
  （
学
生
　
他
の
医
療
従
事
者
　
無
料
）
 

問
合
先
：
公
立
甲
賀
病
院
　
臨
床
検
査
課
 
藪
　
真
奈
美

   
   
   
   
TE
L：
0
7
4
8
-6
2
-0
2
3
4
 

5月
 2
0 
日（
土
）　
1
4：
0
0
～
1
7：
0
0
　
　

学
術
部
門
/日
臨
技
生
涯
教
育
推
進
研
修
会
 

内
　
容
：
第
1回
学
術
部
門
研
修
会
（
血
栓
症
を
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
）
 

　
　
　
　
①
血
栓
症
と
は
：
動
脈
血
栓
症
と
静
脈
血
栓
症
 

　
　
　
　
②
血
栓
症
と
エ
コ
ー
検
査
（
仮
題
）
 

　
　
　
　
③
血
栓
症
と
凝
固
検
査
（
仮
題
）
 

　
　
　
　
④
血
栓
症
と
脂
質
検
査
（
仮
題
）
 

　
　
　
　
⑤
血
小
板
血
栓
形
成
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
抗
血
小
板
薬
 

 
講
　
師
：
①
柏
木
　
浩
和
　
先
生
（
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）
 

　
　
　
　
②
河
野
　
祐
樹
　
技
師
（
市
立
敦
賀
病
院
）
 

　
　
　
　
③
梅
村
　
茂
人
　
技
師
（
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
④
元
中
　
秀
行
　
技
師
（
近
江
八
幡
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
⑤
柏
木
　
浩
和
　
先
生
（
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）
 

 
会
　
場
：
草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
3
0
1
号
室
 

参
加
費
：
会
員
20
0円
、
地
臨
技
の
み
会
員
70
0円
、
非
会
員
2,
00
0円

　
　
　
　
（
学
生
　
他
の
医
療
従
事
者
　
無
料
）
 

問
合
先
：
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
　
臨
床
検
査
部
 西
尾
　
久
明

　
　
　
　
TE
L：
0
7
7
-5
8
2
-5
0
3
1
 

学 生学 生

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
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インフルエンザウイルスキット

体外診断用医療品

RSウイルスキットアデノウイルスキット

患者様の待機時間を減らし、診断の効率化を手助けします

体外診断用医療品

患者様の待機時間を減らし、診断の効率化を手助けします

陽性判定は3分から。
（陰性判定は8分です）

● ブラックラインでくっきり判定。
 ナノテクノロジー「白金 -金コロイド」採用。

● 検体抽出液は イムノエース® （Flu、アデノ、RSV Neo、
  hMPV）に共通使用が可能です。
※試料の共通使用は、各製品の添付文書に記載された使用方法に従ってください。

製造販売元

〒410-2325 静岡県伊豆の国市神島761番1

70120-048-489
受付時間/9：00～17：30（月～金 祝日を除く）

お客様専用
フリーダイヤル

お問い合わせ先

ヒトメタニューモウイルスキット

社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会   2017年４月１日　⑾　
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公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⑿　2017年４月１日　

　1月22日（日）に大津にてランチバイキング・ボウリング
大会を実施しました。
　当初は30名での参加予定でしたが、インフルエンザ流
行のピーク時期でキャンセルの連絡が相次ぎました。無事
に開催できるか心配でしたが、当日は24名（大人15名、子
供9名）での実施となりました。
　琵琶湖ホテルでのランチバイキングは大満足でした。イ
タリアン、フレンチ、中華、和食、デザートと様々な料理が並
んでいてどれも美味しいものばかりでした。地元の新鮮な
野菜もたくさんあり、普段野菜不足の私にはぴったりでし
た。子供達には自分で作るソフトクリームが大人気でした。
また大きな窓から琵琶湖、大津港、花噴水も眺めることが
でき、まさに絶景でした。
　お腹もいっぱいになり少し休憩したあとはボウリング大
会です。練習投球からストライクがたくさん出ていてかなり

ハイレベルな戦いとなりそうです。
　１ゲーム目から熱戦が繰り広げられました。1ゲーム目の
上位の方々のスコアは183、180、178と最終フレームま
で誰が勝つかわかりませんでした。女性陣も負けていませ
ん。150に迫るスコアの方も！！2ゲーム目もハイレベルな
勝負が続きました。
　最後に表彰式です。優勝は彦根市立病院の豊川先生で
した。スコア180、177と素晴らしい結果でした。優勝され
た豊川先生と息子さんより感想を頂戴しましたので掲載
します。
　このような感じで今回の厚生事業も無事に終了しまし
た。皆様ご参加、ご協力ありがとうございました。次回も楽
しい企画を実施したいと思いますので是非ご参加くださ
い。

　当日は、気温こそ低いものの大変良い天気で、窓
の外の絵画のような琵琶湖を望みながら美味しい
料理をお腹いっぱい堪能しました。その後のボウリ
ング大会も、食後の運動にはちょうど良く、和気あ
いあいとしながらも皆さん気合の入った球を投げ
ておられました。ちなみに私は当直明けで程よく力
が抜けていた為か、絶好調のスコアで、結果はまさ
かまさかの優勝でした…。
　最後になりますが、このような楽しい会を企画・
準備していただいた役員の皆様に感謝いたします。
　ありがとうございました。

『ランチバイキング ＆ ボウリング大会』『ランチバイキング ＆ ボウリング大会』
組 織 部　杉　野　哲　也

彦根市立病院　豊　川　純　史
　料理もおいしかったし、友達もできてめちゃめ
ちゃ楽しかったです。
　ありがとうございました。

小学２年生　豊　川　友　陽

2017年４月１日　⒀　公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

平成29年度滋賀県臨床検査技師会事業計画

適正な法人運営が行われるよう、各種事項の管理・運営を行う。

定期総会の開催（平成29年6月初旬、草津まちづくりセンターにて開催予定）

常務理事会・理事会の開催、法人運営に関すること、会員・関連団体に関する対応。

会員管理は元より、新人研修、施設代表者会、厚生事業などを通じ、会員の交流を図りながら情報交

換・情報共有の場とし組織強化を図る。また、会員表彰に関する対応。

当会の活動にご理解・ご賛同いただける、企業・団体様へ「賛助、協賛、広告」を呼びかけ協力をお願

いする。また、医療関連団体との交流を図る。

講演会・研修会などの案内、臨床検査に関すること、理事会など各種活動報告、会員動向、求人に関す

ること、会員からの寄稿・投稿などを、会誌・HPを通じ掲載・配信する。メーリング会員の登録促進

を図る。

公益法人として臨床検査の正しい知識と普及・啓発を行い、がん検診始め県民の健康づくりへの意識を

高揚させる活動を通じ、当会の活動内容を理解していただける企画を実施していく。

各地域の健康フェスティバルへの参画、「検査と健康展」の開催、学生向けHIV啓発活動や、医療従事

者向け接遇研修会などを計画している。

滋賀県内医療の均てん化と向上を目的に、臨床検査精度管理を９部門において実施する。

生化学部会：全27項目で実施する。

血 液 部 会：CBC、凝固、血液像で実施する。

血 清 部 会：全７項目を実施し、５項目を参考調査とする。

輸 血 部 会：血液型、交差適合試験及び試験管法による凝集反応の判定、不規則抗体の消去法や適切な

適合血の選択などを実施する。

一 般 部 会：昨年同様に便潜血検査、尿定性検査、フォトサーベイを行う予定である。

細 胞 部 会：婦人科領域（子宮頸部・体部・卵巣）のフォトサーベイを行う。

病 理 部 会：パラフィンブロックを各施設に配布し、薄切から染色までの工程を実施する。

微生物部会：同定検査、感受性検査、グラム染色を実施する。

生 理 部 会：心・頚動脈エコーのスキルチェックを実施し、各参加者への指導の充実を図る。

　　　　　　学術団体として研究班活動を活発に行い、また、専門的な検査技術師の育成を目指すとと

もに、昨今の厳しい医療情勢の中にあっても多様化したニーズに対応できる様に基礎・基

本的な知識・技術を再確認できるような種々の講演会・研修会を開催する。また、一般の

方含め、他医療団体・職種の方も対象とした研修会を開催する予定である。

学　術　部：研修会（２回）・滋賀医学検査学会の開催、医学検査の発刊、他

臨床化学検査部門：臨床検査技師としての基礎知識の向上、最新の知見の修得により臨床へ貢献できる

　　　技師の育成を目的とし、４回研修会を開催予定。

臨床免疫血清部門：臨床検査技師等の臨床免疫血清検査業務に関する知識の向上と相互交流を目的と

　　　し、４回研修会を開催予定。

遺伝子・染色体検査部門：将来性や重要性の高い遺伝子・染色体検査に関する研修会や情報提供などの

　　　　　　事業を、関連部門と共同で２回研修会を開催予定。

臨床生理部門：各検査における基礎的知識の習得と技術の向上をはかる。エコーのハンズオンの事業も

　継続して開催し、エコー技術の習得を目指し、６回研修会を開催予定。

臨床血液部門：各会員の要望に応じた知見に関する勉強会や症例検討会を行い、血液検査に関する知識

　向上を方針とし、会員同士の情報交換の場を提供することを目的とし、４回研修会を開

　催予定。

病理細胞部門：病理・細胞診検査業務に必要な知識の習得と標本作製技術の向上を目的とし、５回研修

　会を開催予定。

臨床一般部門：一般検査領域における知識と技術の習得並びに会員相互の情報交換の場を提供すること

　を目的とし、６回研修会を開催予定。

輸血細胞治療部門：輸血検査の基礎的な交流会や初級レベルの実技講習会を開催する。また、滋賀県下

　　　の施設で安全な輸血医療が行われるために、輸血療法に関する学術講演会を開催す

　　　るほか、チーム医療の観点から他職種を交えての公開研修会含め、５回研修会を開

　　　催予定。

検体総合管理部門：「顔の見える臨床検査技師」を目指し、チーム医療参画の質的向上を図ることを目

　　　的とする。さらに多職種連携を図るため、様々な職種の方との情報交換の場を提供

　　　する。３回研修会を開催予定。

臨床微生物部門：微生物検査の基本習得を目的に、４回研修会を開催予定。

Ⅰ.事務部

Ⅱ.組織部

Ⅲ.渉外部

Ⅳ.広報部

Ⅴ.公益活動部

Ⅵ.精度管理部

Ⅶ.学術部

※　詳細はHPを参照願います
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生化学部会：全27項目で実施する。

血 液 部 会：CBC、凝固、血液像で実施する。

血 清 部 会：全７項目を実施し、５項目を参考調査とする。

輸 血 部 会：血液型、交差適合試験及び試験管法による凝集反応の判定、不規則抗体の消去法や適切な

適合血の選択などを実施する。

一 般 部 会：昨年同様に便潜血検査、尿定性検査、フォトサーベイを行う予定である。

細 胞 部 会：婦人科領域（子宮頸部・体部・卵巣）のフォトサーベイを行う。

病 理 部 会：パラフィンブロックを各施設に配布し、薄切から染色までの工程を実施する。

微生物部会：同定検査、感受性検査、グラム染色を実施する。

生 理 部 会：心・頚動脈エコーのスキルチェックを実施し、各参加者への指導の充実を図る。

　　　　　　学術団体として研究班活動を活発に行い、また、専門的な検査技術師の育成を目指すとと

もに、昨今の厳しい医療情勢の中にあっても多様化したニーズに対応できる様に基礎・基

本的な知識・技術を再確認できるような種々の講演会・研修会を開催する。また、一般の

方含め、他医療団体・職種の方も対象とした研修会を開催する予定である。

学　術　部：研修会（２回）・滋賀医学検査学会の開催、医学検査の発刊、他

臨床化学検査部門：臨床検査技師としての基礎知識の向上、最新の知見の修得により臨床へ貢献できる

　　　技師の育成を目的とし、４回研修会を開催予定。

臨床免疫血清部門：臨床検査技師等の臨床免疫血清検査業務に関する知識の向上と相互交流を目的と

　　　し、４回研修会を開催予定。

遺伝子・染色体検査部門：将来性や重要性の高い遺伝子・染色体検査に関する研修会や情報提供などの

　　　　　　事業を、関連部門と共同で２回研修会を開催予定。

臨床生理部門：各検査における基礎的知識の習得と技術の向上をはかる。エコーのハンズオンの事業も

　継続して開催し、エコー技術の習得を目指し、６回研修会を開催予定。

臨床血液部門：各会員の要望に応じた知見に関する勉強会や症例検討会を行い、血液検査に関する知識

　向上を方針とし、会員同士の情報交換の場を提供することを目的とし、４回研修会を開

　催予定。

病理細胞部門：病理・細胞診検査業務に必要な知識の習得と標本作製技術の向上を目的とし、５回研修

　会を開催予定。

臨床一般部門：一般検査領域における知識と技術の習得並びに会員相互の情報交換の場を提供すること

　を目的とし、６回研修会を開催予定。

輸血細胞治療部門：輸血検査の基礎的な交流会や初級レベルの実技講習会を開催する。また、滋賀県下

　　　の施設で安全な輸血医療が行われるために、輸血療法に関する学術講演会を開催す

　　　るほか、チーム医療の観点から他職種を交えての公開研修会含め、５回研修会を開

　　　催予定。

検体総合管理部門：「顔の見える臨床検査技師」を目指し、チーム医療参画の質的向上を図ることを目

　　　的とする。さらに多職種連携を図るため、様々な職種の方との情報交換の場を提供

　　　する。３回研修会を開催予定。

臨床微生物部門：微生物検査の基本習得を目的に、４回研修会を開催予定。

Ⅰ.事務部

Ⅱ.組織部

Ⅲ.渉外部

Ⅳ.広報部

Ⅴ.公益活動部

Ⅵ.精度管理部

Ⅶ.学術部

※　詳細はHPを参照願います
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（単位：円）

公益 共益 法人会計

入会金収入 7,500 0 7,500 15,000 15,000 0 500×30名

7,500 0 7,500 15,000 15,000 0

②会費収入

正会員会費収入 877,500 0 2,047,500 2,925,000 2,905,000 20,000 5000×585名

賛助会員会費収入 0 0 1,350,000 1,350,000 1,350,000 0 30000×45社

877,500 0 3,397,500 4,275,000 4,255,000 20,000

③事業収入

事業活動収入 480,000 0 0 480,000 709,000 △ 229,000 参加費など

広告料金収入 0 400,000 0 400,000 600,000 △ 200,000 20000×20社

交付金事業収入 2,384,000 0 0 2,384,000 2,584,000 △ 200,000 医師会より

2,864,000 400,000 0 3,264,000 3,893,000 △ 629,000

④補助金収入

地方公共団体助成金収入 335,000 0 0 335,000 335,000 0 県より

民間助成金収入 1,100,000 0 20,000 1,120,000 1,323,000 △ 203,000 日臨技より

1,435,000 0 20,000 1,455,000 1,658,000 △ 203,000

⑤寄付金収入

寄付金収入 100,000 43,000 0 143,000 243,000 △ 100,000 協賛金10000×10社、いぶき賞

100,000 43,000 0 143,000 243,000 △ 100,000

⑥雑収入

受取利息収入 0 0 3,000 3,000 3,000 0 利息収入

雑収入 0 0 5,000 5,000 5,000 0

0 0 8,000 8,000 8,000 0

5,284,000 443,000 3,433,000 9,160,000 10,072,000 △ 912,000

２．事業活動支出

①事業費支出

福利厚生費支出 713,000 260,000 973,000 1,075,000 △ 102,000

旅費交通費支出 535,000 20,000 555,000 600,000 △ 45,000

通信運搬費支出 471,000 85,000 556,000 663,000 △ 107,000

消耗什器備品費支出 0 0 0 0 0

消耗品費支出 2,062,000 43,000 2,105,000 2,435,000 △ 330,000

印刷製本費支出 1,075,000 0 1,075,000 1,200,000 △ 125,000

賃借費支出 985,000 10,000 995,000 962,000 33,000

保険料支出 0 0 0 0 0

諸謝金支出 740,000 50,000 790,000 920,000 △ 130,000

委託費支出 15,000 0 15,000 20,000 △ 5,000

雑支出 83,000 80,000 163,000 281,000 △ 118,000

6,679,000 548,000 7,227,000 8,156,000 △ 929,000

②管理費支出

役員報酬支出 210,000 210,000 250,000 △ 40,000

福利厚生費支出 0 0 80,000 △ 80,000

会議費支出 130,000 130,000 150,000 △ 20,000

交際費支出 20,000 20,000 70,000 △ 50,000

旅費交通費支出 275,000 275,000 275,000 0

通信運搬費支出 80,000 80,000 50,000 30,000

消耗什器備品費支出 164,000 164,000 104,000 60,000

消耗品費支出 180,000 180,000 160,000 20,000

修繕費支出 0 0 0 0

印刷製本費支出 207,000 207,000 100,000 107,000

光熱費支出 0 0 0 0

賃借費支出 590,000 590,000 590,000 0

保険料支出 0 0 0 0

諸謝金支出 10,000 10,000 20,000 △ 10,000

租税公課支出 30,000 30,000 30,000 0

負担金支出 0 0 0 0

雑支出 37,000 37,000 37,000 0

1,933,000 1,933,000 1,916,000 17,000

6,679,000 548,000 1,933,000 9,160,000 10,072,000 △ 912,000

△ 1,395,000 △ 105,000 1,500,000 0 0 0

備考

事業費支出計

管理費支出計

事業活動支出計

１．事業活動収入

①入会金収入

入会金計

会費収入計

事業収入計

補助金等収入計

Ｉ．事業活動収支の部

予算額内訳
本年度予算額 前年度予算額 増減

平成29年度滋賀県臨床検査技師会予算
平成29年  4月  1日 から平成30年  3月 31日 まで

事業活動収支差額

寄付金収入計

雑収入計

事業活動収入計

Ⅱ．投資活動収支の部

１．投資活動収入

記念式典準備金取崩収入 0 0 0

近畿学会準備金取崩収入 0 0 0

0 0 0

0 0 0

記念式典準備金繰入支出 0 0 0

近畿学会準備金繰入支出 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

Ⅲ．財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0

２．財務活動支出

財務活動支出計 0 0 0

0 0 0

Ⅳ．予備費支出

当期収支差額 △ 1,395,000 △ 105,000 1,500,000 0 0 0

前年度繰越収支差額 0 0 0 0 0 0

次期繰越収支差額 0 0 0 0 0 0

投資活動支出計

投資活動　収支差額

財務活動収支差額

特定資産取崩収入計

①特定資産取得支出

特定資産取得支出計

①特定資産取崩収入

投資活動収入計

２．投資活動支出

2017年４月１日　⒂公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会

平成28年度 １月定例理事会 報告平成28年度 １月定例理事会 報告
日　時：平成29年1月11日（水）17：00〜

場　所：野洲会議室

出席者：岩井、山村、松井、一岡、中井、西村、清水、中川、

　　　 北村、豊川、西尾、宮元、足立、三田村、杉野、守安

欠　席：吉田監事、阪口監事

報告事項

･ 第66回日本医学検査学会演題募集延長について（依頼）

･ 第66回日本医学検査学会座長候補推薦について

  近澤秀巳（近江八幡市立総合医療センター）

  岡本明子（市立長浜病院）

  梅村茂人・鮎川宏之（滋賀県立成人病センター）

  当県候補として推薦した。

･ 「日臨技医療政策企画　病棟業務課題解決実践講習  

　会」のご案内と参加のお願い

･ 日臨技より、臨床検査技師のための認知症対応力向  

　上講習会事業について（案内）

･ 第2回精度管理代表者会　開催日：平成28年12月1

　日（木）

･ 公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰　竹島通氏

　（大津赤十字病院）受賞決定

･ 第47回滋賀県公衆衛生学会　座長　山出忠彦氏　

　（JCHO滋賀）推薦

決議事項

･ 滋賀医学検査学会演題など募集方法について

　平成29年度は現方式とJAMTIS利用を併用、平成30

　年度よりJAMTIS利用で承認する。

･ 研修会等案内・周知について

　平成29年度は、紙面とメールにて配信、平成30年度

　よりメール配信のみで承認する。

　（事前に会誌、HPを利用し会員には周知する）

平成28年度 2月定例理事会 報告平成28年度 2月定例理事会 報告
日　時：平成29年2月11日（土）　15：30　

場　所：二葉屋

出席者：岩井、山村、松井、一岡、中井、西村、清水、中川、

　　　 北村、豊川、西尾、宮元、足立、三田村、杉野、守安、  

　　　 吉田監事

欠　席：阪口監事

報告事項

･ 日臨技より、病棟業務実施施設調査について（お願い）

･ 第66回日本医学検査学会アンケート（依頼）

･ 滋賀県血液センター「キッズフェス」

　開催日：平成29年2月4日（土）

　場　所：滋賀県血液センター（糖測定体験にて協力）

　　　　　全参加者（約600名）

･ 滋賀県がんフォーラム　開催日：平成29年2月4日（土）

　場　所：ピアザ淡海　　（ブース展示にて協力）

･ 第2回厚生レクレーション「ランチ＆ボウリング」

　開　催：平成29年1月22日（日）

　場　所：琵琶湖ホテル・アーカス（R-1）　

　　　　  参加（全24名：大人15名、子供9名）

･ 近畿県内　他府県の研修会案内方法について（下記

　方法で統一する）

 「各検査部門が起案 → 近畿支部長が日臨技へ申請 →  

　日臨技で承認 → 近畿支部長 → 各府県の幹事（会長）

　→ 各府県の学術長へ連絡 → 各府県会員へ案内」

決議事項

･ 平成29年度精度管理事業について（予算削減に伴う事

　項）承認した。

･ 平成29年度予算案・事業計画について承認した。

平成28年度 3月定例理事会 報告平成28年度 3月定例理事会 報告
日　時：平成29年3月1日（水）　17：00　

場　所：野洲会議室

出席者：岩井、山村、松井、一岡、中井、西村、清水、中川、

　　　 北村、豊川、西尾、宮元、足立、三田村、杉野、守安

欠　席：吉田監事、阪口監事

報告事項

･ 日臨技　臨床検査技師のための「認知症対応力向上講

　習会事業」（案内）

･ 日臨技　病棟業務実施調査（依頼）　滋臨技HP案内　

　（掲載中）、会誌同封（予定）

･ 第57回日臨技近畿支部医学検査学会　案内チラシ配

　布（依頼）　会誌同封（予定）

･ 平成28年度精度管理報告会（全体）　開催日：平成29

　年3月18日（土）

･ 施設代表者会議　開催日：平成29年3月18日（土）

決議事項

･ 平成29年度定期総会議案書について簡略版で承認す

　る。事業報告は別途HPなど掲載（予定）

･ 臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会事業

　について下記内容で承認する。

　学術部主催「B講習会」開催で調整する。講師：近隣県認

　定技師（予定）

会誌など送付いただいた団体名 滋臨技事務所にて保管

公社）大阪府臨床検査技師会　　　　　公社）東京都臨床検査技師会　　　　　社）奈良県臨床検査技師会

　社）栃木県臨床衛生検査技師会　　　　社）群馬県臨床検査技師会　　　　公社）愛知県臨床検査技師会

　社）三重県臨床検査技師会　　　　　　社）静岡県臨床衛生検査技師会　　　社）広島県臨床検査技師会

　社）神奈川県臨床検査技師会　　　　　社）新潟県臨床検査技師会　　　　　社）千葉県臨床検査技師会

　社）高知県臨床検査技師会　　　　　　社）鳥取県臨床検査技師会　　　　　社）長野県臨床検査技師会

公財）結核予防会　　　　　　　　　　　社）日本衛生検査所協会　　　　　公社）滋賀県理学療法士会

近江八幡市立総合医療センター　　　　公社）滋賀県放射線技師会　　　　　公社）滋賀県看護協会

滋賀県立成人病センター　　　　　　　公財）滋賀県健康づくり財団　　　　日本マネジメント学会

滋賀県立リハビリテーションセンター



公益社団法人　滋 賀 県 臨 床 検 査 技 師 会⒁　2017年４月１日　

（単位：円）

公益 共益 法人会計

入会金収入 7,500 0 7,500 15,000 15,000 0 500×30名

7,500 0 7,500 15,000 15,000 0

②会費収入

正会員会費収入 877,500 0 2,047,500 2,925,000 2,905,000 20,000 5000×585名

賛助会員会費収入 0 0 1,350,000 1,350,000 1,350,000 0 30000×45社

877,500 0 3,397,500 4,275,000 4,255,000 20,000

③事業収入

事業活動収入 480,000 0 0 480,000 709,000 △ 229,000 参加費など

広告料金収入 0 400,000 0 400,000 600,000 △ 200,000 20000×20社

交付金事業収入 2,384,000 0 0 2,384,000 2,584,000 △ 200,000 医師会より

2,864,000 400,000 0 3,264,000 3,893,000 △ 629,000

④補助金収入

地方公共団体助成金収入 335,000 0 0 335,000 335,000 0 県より

民間助成金収入 1,100,000 0 20,000 1,120,000 1,323,000 △ 203,000 日臨技より

1,435,000 0 20,000 1,455,000 1,658,000 △ 203,000

⑤寄付金収入

寄付金収入 100,000 43,000 0 143,000 243,000 △ 100,000 協賛金10000×10社、いぶき賞

100,000 43,000 0 143,000 243,000 △ 100,000

⑥雑収入

受取利息収入 0 0 3,000 3,000 3,000 0 利息収入

雑収入 0 0 5,000 5,000 5,000 0

0 0 8,000 8,000 8,000 0

5,284,000 443,000 3,433,000 9,160,000 10,072,000 △ 912,000

２．事業活動支出

①事業費支出

福利厚生費支出 713,000 260,000 973,000 1,075,000 △ 102,000

旅費交通費支出 535,000 20,000 555,000 600,000 △ 45,000

通信運搬費支出 471,000 85,000 556,000 663,000 △ 107,000

消耗什器備品費支出 0 0 0 0 0

消耗品費支出 2,062,000 43,000 2,105,000 2,435,000 △ 330,000

印刷製本費支出 1,075,000 0 1,075,000 1,200,000 △ 125,000

賃借費支出 985,000 10,000 995,000 962,000 33,000

保険料支出 0 0 0 0 0

諸謝金支出 740,000 50,000 790,000 920,000 △ 130,000

委託費支出 15,000 0 15,000 20,000 △ 5,000

雑支出 83,000 80,000 163,000 281,000 △ 118,000

6,679,000 548,000 7,227,000 8,156,000 △ 929,000

②管理費支出

役員報酬支出 210,000 210,000 250,000 △ 40,000

福利厚生費支出 0 0 80,000 △ 80,000

会議費支出 130,000 130,000 150,000 △ 20,000

交際費支出 20,000 20,000 70,000 △ 50,000

旅費交通費支出 275,000 275,000 275,000 0

通信運搬費支出 80,000 80,000 50,000 30,000

消耗什器備品費支出 164,000 164,000 104,000 60,000

消耗品費支出 180,000 180,000 160,000 20,000

修繕費支出 0 0 0 0

印刷製本費支出 207,000 207,000 100,000 107,000

光熱費支出 0 0 0 0

賃借費支出 590,000 590,000 590,000 0

保険料支出 0 0 0 0

諸謝金支出 10,000 10,000 20,000 △ 10,000

租税公課支出 30,000 30,000 30,000 0

負担金支出 0 0 0 0

雑支出 37,000 37,000 37,000 0

1,933,000 1,933,000 1,916,000 17,000

6,679,000 548,000 1,933,000 9,160,000 10,072,000 △ 912,000

△ 1,395,000 △ 105,000 1,500,000 0 0 0

備考

事業費支出計

管理費支出計

事業活動支出計

１．事業活動収入

①入会金収入

入会金計

会費収入計

事業収入計

補助金等収入計

Ｉ．事業活動収支の部

予算額内訳
本年度予算額 前年度予算額 増減

平成29年度滋賀県臨床検査技師会予算
平成29年  4月  1日 から平成30年  3月 31日 まで

事業活動収支差額

寄付金収入計

雑収入計

事業活動収入計

Ⅱ．投資活動収支の部

１．投資活動収入

記念式典準備金取崩収入 0 0 0

近畿学会準備金取崩収入 0 0 0

0 0 0

0 0 0

記念式典準備金繰入支出 0 0 0

近畿学会準備金繰入支出 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

Ⅲ．財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 0 0 0

２．財務活動支出

財務活動支出計 0 0 0

0 0 0

Ⅳ．予備費支出

当期収支差額 △ 1,395,000 △ 105,000 1,500,000 0 0 0

前年度繰越収支差額 0 0 0 0 0 0

次期繰越収支差額 0 0 0 0 0 0

投資活動支出計

投資活動　収支差額

財務活動収支差額

特定資産取崩収入計

①特定資産取得支出

特定資産取得支出計

①特定資産取崩収入

投資活動収入計

２．投資活動支出
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平成28年度 １月定例理事会 報告平成28年度 １月定例理事会 報告
日　時：平成29年1月11日（水）17：00〜

場　所：野洲会議室

出席者：岩井、山村、松井、一岡、中井、西村、清水、中川、

　　　 北村、豊川、西尾、宮元、足立、三田村、杉野、守安

欠　席：吉田監事、阪口監事

報告事項

･ 第66回日本医学検査学会演題募集延長について（依頼）

･ 第66回日本医学検査学会座長候補推薦について

  近澤秀巳（近江八幡市立総合医療センター）

  岡本明子（市立長浜病院）

  梅村茂人・鮎川宏之（滋賀県立成人病センター）

  当県候補として推薦した。

･ 「日臨技医療政策企画　病棟業務課題解決実践講習  

　会」のご案内と参加のお願い

･ 日臨技より、臨床検査技師のための認知症対応力向  

　上講習会事業について（案内）

･ 第2回精度管理代表者会　開催日：平成28年12月1

　日（木）

･ 公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰　竹島通氏

　（大津赤十字病院）受賞決定

･ 第47回滋賀県公衆衛生学会　座長　山出忠彦氏　

　（JCHO滋賀）推薦

決議事項

･ 滋賀医学検査学会演題など募集方法について

　平成29年度は現方式とJAMTIS利用を併用、平成30

　年度よりJAMTIS利用で承認する。

･ 研修会等案内・周知について

　平成29年度は、紙面とメールにて配信、平成30年度

　よりメール配信のみで承認する。

　（事前に会誌、HPを利用し会員には周知する）

平成28年度 2月定例理事会 報告平成28年度 2月定例理事会 報告
日　時：平成29年2月11日（土）　15：30　

場　所：二葉屋

出席者：岩井、山村、松井、一岡、中井、西村、清水、中川、

　　　 北村、豊川、西尾、宮元、足立、三田村、杉野、守安、  

　　　 吉田監事

欠　席：阪口監事

報告事項

･ 日臨技より、病棟業務実施施設調査について（お願い）

･ 第66回日本医学検査学会アンケート（依頼）

･ 滋賀県血液センター「キッズフェス」

　開催日：平成29年2月4日（土）

　場　所：滋賀県血液センター（糖測定体験にて協力）

　　　　　全参加者（約600名）

･ 滋賀県がんフォーラム　開催日：平成29年2月4日（土）

　場　所：ピアザ淡海　　（ブース展示にて協力）

･ 第2回厚生レクレーション「ランチ＆ボウリング」

　開　催：平成29年1月22日（日）

　場　所：琵琶湖ホテル・アーカス（R-1）　

　　　　  参加（全24名：大人15名、子供9名）

･ 近畿県内　他府県の研修会案内方法について（下記

　方法で統一する）

 「各検査部門が起案 → 近畿支部長が日臨技へ申請 →  

　日臨技で承認 → 近畿支部長 → 各府県の幹事（会長）

　→ 各府県の学術長へ連絡 → 各府県会員へ案内」

決議事項

･ 平成29年度精度管理事業について（予算削減に伴う事

　項）承認した。

･ 平成29年度予算案・事業計画について承認した。

平成28年度 3月定例理事会 報告平成28年度 3月定例理事会 報告
日　時：平成29年3月1日（水）　17：00　

場　所：野洲会議室

出席者：岩井、山村、松井、一岡、中井、西村、清水、中川、

　　　 北村、豊川、西尾、宮元、足立、三田村、杉野、守安

欠　席：吉田監事、阪口監事

報告事項

･ 日臨技　臨床検査技師のための「認知症対応力向上講

　習会事業」（案内）

･ 日臨技　病棟業務実施調査（依頼）　滋臨技HP案内　

　（掲載中）、会誌同封（予定）

･ 第57回日臨技近畿支部医学検査学会　案内チラシ配

　布（依頼）　会誌同封（予定）

･ 平成28年度精度管理報告会（全体）　開催日：平成29

　年3月18日（土）

･ 施設代表者会議　開催日：平成29年3月18日（土）

決議事項

･ 平成29年度定期総会議案書について簡略版で承認す

　る。事業報告は別途HPなど掲載（予定）

･ 臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会事業

　について下記内容で承認する。

　学術部主催「B講習会」開催で調整する。講師：近隣県認

　定技師（予定）

会誌など送付いただいた団体名 滋臨技事務所にて保管

公社）大阪府臨床検査技師会　　　　　公社）東京都臨床検査技師会　　　　　社）奈良県臨床検査技師会

　社）栃木県臨床衛生検査技師会　　　　社）群馬県臨床検査技師会　　　　公社）愛知県臨床検査技師会

　社）三重県臨床検査技師会　　　　　　社）静岡県臨床衛生検査技師会　　　社）広島県臨床検査技師会

　社）神奈川県臨床検査技師会　　　　　社）新潟県臨床検査技師会　　　　　社）千葉県臨床検査技師会

　社）高知県臨床検査技師会　　　　　　社）鳥取県臨床検査技師会　　　　　社）長野県臨床検査技師会

公財）結核予防会　　　　　　　　　　　社）日本衛生検査所協会　　　　　公社）滋賀県理学療法士会

近江八幡市立総合医療センター　　　　公社）滋賀県放射線技師会　　　　　公社）滋賀県看護協会

滋賀県立成人病センター　　　　　　　公財）滋賀県健康づくり財団　　　　日本マネジメント学会

滋賀県立リハビリテーションセンター
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滋賀県会員番号　 氏　名　　　　施　設　名
950729　迫　　勇太　株式会社　メディック
950730　坂本　周平　株式会社　メディック
950731　梅田　翔太　株式会社　メディック

施設情報変更
大津市民病院　　（平成29年4月1日より）
（施設名変更）　　地方独立行政法人　市立大津市民病院　
（メールアドレス）　och4505@och.or.jp

会 員 動 向　平成29年3月9日現在

氏名変更
滋賀県会員番号　 氏　名　　　　            施　設　名
950136　梅田　唯弥（旧姓 青木）　済生会滋賀県病院
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　技師会では、皆さんのご意見・ご要望を

お待ちしております。

　事 務 局　大津赤十字病院　病理診断科部

　　　　　　大津市長等1-1-35

　　　　  　TEL 077-522-4131（内線2257） 

E-Mail  moriyasu@samt.jp

「会員向けメール配信」登録のお願い「会員向けメール配信」登録のお願い
　滋臨技HPのメール配信システムに登録するこ

とで、希望する部門の研修会情報、行事予定、

求人情報などをメールで受信することができま

す。学術部の研修会案内は平成30年度を目途に

すべてメール配信でのみの案内に変更する予定

ですので、今から多くの会員の皆様に登録して

いただくようお願いします。

　なお、登録されている方で迷惑メール設定な

どで着信拒否等の設定をされている方がいます

ので解除をお願いします。

（各自の端末で「***********」からのメール

受信を許可する必要があります）

【登録方法】
　滋賀県臨床検査技師会ホームページ　

　　→　『会員向けメール配信』

　　　　　　必要事項を入力

　　→　『登録パスワード』に「********」

　　　　 入力　→　会員登録

「********」入力　

　今年も3/5に滋賀県医学検査学会が

開催されました。参加された会員の

皆様、宮下学会長をはじめとするス

タッフの皆様、お疲れさまでした。

広報も写真撮影で参加させていただ

きましたが、初めて扱う一眼レフカメラに悪戦苦闘

しながらも性能の高さを感じながら撮影しました。

本会誌中の写真で学会の雰囲気が少しでも感じてい

ただけたらと思うとともに、来年はもう少し腕を磨

いていい写真を掲載できればと考えています。また

来年も多くの演題発表や学会参加をお願いします。

編 集

後 記


